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　①調査時期：平成 18 年 11 月 20 日に質問紙を郵送し、同年 12 月 10 日を投函期限として設










　回答を寄せた学生のうち卒業後に医療機関に正規職員 ( 正社員 ) として就業した卒業生は
1６名であり、医療機関以外に正社員 ( 正規職員 ) として就業した卒業生は全体で 6 名であり、
非正規職員 ( 正社員 ) は医療機関が 3 名、医療機関以外が 2 名であった ( 表－４ )。




















































　卒業生それぞれに、好き ( 得意 ) な仕事、嫌い ( 苦手 ) な仕事について自由記述で尋ねたと
ころ、医療機関に従事する者の場合、好き ( 得意 ) な仕事には「接客」「受付」「レセプト作
成」「ＰＣ文書作成」「清掃」、嫌い ( 苦手 ) な仕事には「電話対応」「クレーム対応」「レセプ
ト作成」「接客」「受付」などの回答意見が目立った。医療機関以外の従事者においても「電



















































られる ( グラフ－ 4)。前述３．２）仕事の内容について及び３．３）事務機器・ソフトについて
及び好きな ( 得意な仕事 )、嫌いな ( 苦手な仕事 ) の箇所でも必要性が高いと推察できた「電
話対応」「言葉づかい」「窓口業務」などのコミュニケーション能力と医療事務の能力の両方
の重要性が窺われる。また、注目すべき点として、前述３）事務機器・ソフトについての (1)
医療機関従事者の日常業務で使用する事務機器・ソフトの頻度で「レセコン (11 件 )」よりも
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